
１　県内の非行少年等の概況

人 員 率（％）
718 527 191 36.2
491 316 175 55.4

1,209 843 366 43.4
167 190 -23 -12.1
53 40 13 32.5

220 230 -10 -4.3
96 71 25 35.2

1,525 1,144 381 33.3
10,123 9,657 466 4.8

２　刑法犯少年包括罪種別の状況

構成比（％） 構成比（％） 人 員 率（％）
1,209 100 843 100 366 43.4

33 2.7 18 2.1 15 83.3
259 21.4 216 25.6 43 19.9
601 49.7 401 47.6 200 49.9
28 2.3 18 2.1 10 55.6
40 3.3 39 4.6 1 2.6

248 20.5 151 17.9 97 64.2
43 3.6 39 4.6 4 10.3

３　刑法犯少年学職別の状況

区分 構成比（％） 構成比（％） 人 員 率（％）
1,209 100 843 100 366 43.4

2 0.2 2
247 20.4 182 21.6 65 35.7
407 33.7 251 29.8 156 62.2
289 23.9 228 27.0 61 26.8
51 4.2 28 3.3 23 82.1

135 11.2 115 13.6 20 17.4
78 6.5 39 4.6 39 100.0

区分 構成比（％） 構成比（％） 人 員 率(％)
512 100 346 100 166 48.0
344 67.2 213 61.6 131 61.5
22 4.3 19 5.5 3 15.8

103 20.1 75 21.7 28 37.3
43 8.4 39 11.3 4 10.3

42.3 － 41.0 － 1.3 ポイント

　 なっている。
○　不良行為少年では、喫煙（5,833人）と深夜はいかい（3,028人）が全体の87.5パーセントを占めている。
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○　全刑法犯検挙・補導人員の14.5パーセント（前年同期比＋3.2ポイント）を少年が占めている。 
○ 刑法犯少年のうち窃盗犯が最も多く、全体の49.7パーセントを占め、次いで粗暴犯の21.4パーセントと
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４　初発型非行の状況
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令和５年９月末、県内で検挙・補導した非行少年(犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年の総称)は1,525人で

　不良行為少年は10,123人で、前年同期（9,657人）に比べて466人（４.8％）増加している。
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前年同期（1,144人）に比べて381人（33.3％）増加している。
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